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要旨

目的：本研究の目的は、 COVID-19 感染拡大により影響を受けた看護学生に対し、卒業前技

術演習を実施し、演習前後で学生へのアンケート調査を行い、看護技術に対する自信や就職

に対する不安の変化を明らかにし、演習プログラムの評価を行うことである。方法：研究方法は、

卒業前技術演習に参加した4年生の看護学生全員を対象に、無記名の自己記入式アンケー

ト（調査項目：看護技術 11 項目と精神面 4 項目の計 15 項目、評価指標：VAS) を実施し調査を

行った。結果：卒業前技術演習前後で比較すると、看護技術ではアンプル・バイアルからの薬

液吸引や輸液セットの使い方などで有意な差がみられた。また就職全体への期待（期待増加

群と期待減少群）では、脈拍の測定とバイタルの同時測定にて有意な差がみられた。考察：卒

業前技術演習は学生の看護技術に対する自信の向上に効果的であり、今後も継続する必要

性が示唆された。

キーワード： COVID-19 、看護学生、看護技術、演習

Abs trac t 

Pur pose: The pur pose of this stud y was to conduc t a pre- gradua ti on techn ical exerc ise 

pro gram fo r nurs ing studen ts aff ec ted by the spread of COVID-19; to conduc t a ques ti onna ire 

surve y of studen ts. be fo re and aft er the pro gram exerc ise, so as to iden tify chan ges in the ir 

con fi dence wit h res pec t to the ir nurs ing sk ill s and anx iety abou t em plo ymen t; and to evalua te 

the dev ised pro gram. Me thod: Four th year nurs ing studen ts who par ti cip ated in a pre-
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gradua ti on techn ical exerc ise pro gram were surve yed us ing a sel f-adm inistered, unmarked 

ques ti onna ire (surve y it ems: 15 it ems in total: 11 nurs ing sk ill s and 4 men tal heal th it ems: 

evalua ti on index: VAS). Resul ts: Com par ing the resu lt s be fo re and aft er pre- gradua ti on 

techn ical exer ci se pro gram, sig nifi can t diff erences were observed w it h res pec t to nurs ing sk ill s 

such as as pi ra ti on of med ica ti on fr om am pules/v ials and use of infu sion se ts. In add iti on, there 

was a sig nifi can t diff erence in overall em plo ymen t ex pec tati ons grou p (i ncreased ex pec tati ons 

vs. decreased ex pec tati on grou p) re gard ing measur ing pulse ra tes and vit als concurren tly. 

D iscuss ion: The pre- gradua ti on techn ical exerc ise pro gram eff ec ti vel y im proved studen ts' 

con fi dence in the ir nurs ing sk ill s, su gg es ti ng the need to con ti nue the prac ti ce in the fut ure. 

Ke yw ords: COVID-19, nurs ing studen ts, nurs ing sk ill s, prac ti ce 

I. はじめに

2019 年全世界に蔓延した新型コロナウイルス

感染症(COVID-19) の影響により、 2020 年 4 月

に日本政府は全国都道府県に緊急事態宣言を

発令した。緊急事態宣言の発令により、厳重な

感染予防対策を講じることを目的に、大学は授

業を対面方式からオンライン形式への変更を余

儀なくされた。看護系大学においても、演習や

臨地実習などの授業が対面からオンライン形式

へ変更となった（日本看護系大学協議会、

2020; 高橋、 2021) 。

看護教育において、演習は講義と臨地実習と

の中間に位置づけられ、講義で学んだ看護技

術の理論の確認、基礎的・基本的な技術の習

得、看護の原理・原則の個々のケースの適用の

仕方や看護師としての態度の学習を目的とし、

看護実践に必要な技術の習得をねらいとして

いる（佐藤、 2018) 。また、臨地実習は、学生が看

護の知識・技術・態度を統合、深化、検証を通し

て実践へ適用する能力を習得し、多様な場で

多様な人を対象として援助することで看護専門

職としての能力を身に付けることを目的とし、看

護教育において必須な学習として位置づけら

れてきた（大学における看護系人材養成の在り

方に関する検討会、 2020) 。このように、演習や

実習は看護教育において必須の学習の機会で

あり、看護実践能力の獲得のために非常に重

要である。

しかし、 COVID-19 の影響により、十分に演習

や臨地実習を行えない状況になったことで、学

生たちの学習の機会の減少や看護技術に対す

る不安が増強したと予測される。特に就職を間

近に控えた学生にとっては、従来通りの臨地実

習や演習を行えていないことによる不安は非常

に大きく、大野は COVID-19 の影響を学生時代

に受けた新人看護師は、従来と比較し臨地実

習での経験の不足から就職や看護技術に大き

く不安を抱いており、リアリティショックや離職を

防ぐ必要性があると述べている（大野、 2021) 。そ

のため、卒業を直帥に控えた学生たちの不安

の軽減と円滑に就職につなげるための支援が

必要である。

先行研究では、オンラインヘの変更により実

習内容の変更が余儀なくされ、実習期間の短

縮の影響や事例患者を活用した学内演習の追

加などの報告（松本、 2022; 兼子、 2021) や感染

防止対策を徹底した臨地実習に対する学生の

認識に焦点を当てたものがみられた（佐藤、

2022) 。また、卒業直前の学生を対象とした調査

においては、学生の不安軽減を目的に看護技

術フォローアップ研修を実施し、その研修内容

の報告があったが（中山、 2021) 、研修内容の効

果や評価について調査されている研究は見当

たらない。

今後も COVID-19 の影響を受けた学生が新

卒看護師として勤務する状況が続くため、大学

側においても学生がスムーズに新人看護師とし

て勤務できるような支援の継続が必要である。
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そこで、今回、卒業を直前に控えた学生が就職

や看護技術に対する不安の軽減を目的とした

演習プログラムを附属病院と共同で考案し、卒

業前技術演習として実施した。そして、作成し

た演習プログラムを用いて卒業前技術演習を

実施し、演習前後において、学生の看護技術

に対する自信や就職への不安の変化を明らか

にすることと、演習プログラムの評価を行うこと

を目的とし調査を行った。

II. 目的

本研究の目的は、 COVID -19 感染拡大により

影響を受けた学生に対し、卒業前技術演習プ

ログラムを実施し、演習前後で学生へのアンケ

ート調査を行い、演習プログラムにより看護技

術に対する自信の向上や就職への不安が減少

するかどうかを検討し、プログラムの評価を行う

ことである。

III ．用語の定義

1.卒業前技術演習

本研究では、卒業前技術演習を「卒業を目前

とした学生が臨床現場での勤務を想定して主

体的に既習の知識・技術を実践するための場」

と定義する。

2. 実習

本研究では、実習を「学生が既習の知識・技

術をもとに対象者に応じた看護実践能力を身

につけるための場」と定義する。

w 研究方法

1.調査対象者

対象者は、本学看護学科に在籍する卒業前

技術演習に参加した 4年生とした。

2. 調査期間

調査期間は、 2022 年 2月 16 、21 日であった。

3. 調査方法

卒業前技術演習開始時に、演習前後で比較

可能とするため番号を記載した無記名の自己

記入式アンケートを配布した。演習開始前と終

了後にアンケートを記入し、鍵付きのボックスに

て回収した。

4. 調査内容

1) 調査項目

調査項目は、看護技術 11 項目と精神面 4 項

目の計 15 項目であった。

看護技術11 項目：①血圧測定、 ②呼吸数の測

定、 ③脈拍の測定、 ④呼吸音の聴取、 ⑤バイタ

ルの同時測定、 ⑥針の使い方、⑦シリンジの使

い方、⑧アンプルからの薬液の吸引、⑨バイア

ルからの薬液の吸引、⑩輸液セットの使い方、

⑪点滴の作り方

精神面 4 項目：①看護技術の不安、②就職全

体の不安、③就職への期待、④看護職になる

実感

2) 評価時期

評価時期は、卒業前技術演習開始前と終了

後とした。

3) 評価指標（図 1)

本研究では、 VAS( vi sual analo gu e scale) を用い

て調査を行った。100 皿 n の長さの横直線の左

末端に「0」、右末端に「100 」と表記し、各調査項

目の内容に対して、直線上のあてはまる位置に

疇を記入する方法で回答する。また、縦線の

記載方法は、卒業前技術演習開始前に記載し、

その縦線を見せずに演習終了後に縦線を記載

する。また、 VAS は、主観的評価を行う際に活

用されており、痛みの評価に限らず、リラクゼー

ションや実習などの評価としても用いられる。佐

藤らは多重課題への対応に対する自信の評価

看展技術に関する調荘項目の例

問1 それぞれの呑護技術について、 「全く自信がない」を 0 、 「とても自 信がある」を 100 とした時に、現在の各技術への気持ちにつ

いて品も当てはまると ころに i を入れてくだ さい。

0 100 

1) 血圧測定 | 
拮神面に関する調衷項目の例
問2 下記の質問について、 「全くない」を 0 、 「とてもある」を 10 0 とした時に、現在の気持ちについて果も当てはまるところに 1

を入れてくださし、e

1) 石謡技術の不安゜
100 

図 1 質問紙票の例
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にVAS を用いており、各看護技術に対する自

信や将来への不安といった主観的評価を行う

本研究において信頼性があると考え、 VAS スケ

ールを活用した（佐藤 2020) 。

4) プログラムの評価

プログラムの評価は、演習前後における看護

技術 11 項目に対する自信が向上していること

と、精神面 4 項目の変化（不安に関しては減少

していること、期待・自信に関しては向上してい

ること）によって行った。

5. 分析方法

分析方法は、 VAS の得点を測定し、卒業前技

術涸習前後で 2 群に分け、看護技術の項目と

精神面の項目それぞれの項目において対応の

あるt検 定を行った。

さらに、精神面の 4 項目において、卒業前技

術演習を通して精神面における変化の有無で

2 群（看護技術の不安：不安群ー不安減少群、

就職全体の不安：不安群ー不安減少群、就職

への期待：期待増加群一期待減少群、看護職

になる実感：実感増加群一実感減少群）に分け、

各技術項目別に対応のないt検定を行った 。そ

の際、 10mm 以上の差が見られない場合は演習

前後で変化は無かったと捉え次のように扱った

（看護技術の不安：不安増加群、就職全体の不

安：不安増加群、就職への期待：期待減少群、

看護職になる実感：実感減少群）。

分析は、統計ソフト SPSS Ver.28 fo r 

win dow s( IBM) を使用し両側有意水準を 5％とした。

6．倫理的配慮

卒業飢技術演習開始時に、演習参加者に質

問紙を配布し、研究者が、調査の意義および目

的、データの保管・処理方法、研究協力と拒否・

中断の自由、個人情報の匿名化、調査内容は

研究の目的以外では使用しないこと、調査用紙

の投函を同意とみなすことについて口頭で説

明した。そして、演習参加者の自由意思による

調査用紙の投函をもって、同意を得たこととした。

なお、本研究は、奈良県立医科大学医の倫理

奈良看護研究ジャーナル VOL20.2024

審査会の承認を受け実施した（承認番号：3186) 。

7. 卒業前技術演習のプログラム

1) プログラムの作成

本学の教員と附属病院の看護師長が共同で

演習プログラム作成にあたった。

(1) 技術浪習の対象者が卒業前の学生である

ことから、実際に臨床現場で行われている

看護実践に近づけるため、事例患者を設

定し、バイタルサイン測定などの技術項目

を含めた。

(2) 附属病院に就職する新人看護師にとって

習得が難しい看護技術の傾向から、アン

プルから薬剤の吸い上げ、 バイアルから

薬剤の吸い上げ、輸液セットの使い方、点

滴の作り方の項目を含めた。

2) 卒業罰技術演習のプログラムの内容

卒業前技術演習プログラムの内容は、学生が

看護師役、患者役、評価者役に分かれ、事例

患者に対し看護技術を行うというものである。事

例患者に実施した看護技術項目は調査項目と

同様の 11 項目であった。

事例患者は肺炎を患っており膀脱留置カテー

テルを留置している設定であった。患者は全身

状態の悪化がみられたため、抗生剤と制吐薬

の点滴およびレントゲン検査を受けることなっ

た。そのため、担当看護師は点滴作成を行った

後、患者の全身状態の把握を行い、検査室ま

で車いす移送を行うという内容であった。

3) チェックリストの活用

学生が自主的に学習し、適切な方法で技術演

習を行うことを目的にチェックリストを作成した。

チェックリストは、附属病院の新人研修で使用し

ているナーシングスキルのチェックリストを改変

し活用した。なお、チェックリストの技術項目は、

バイタルサイン測定、車いす移乗・移送、薬剤

の調製、 輸液管理であった。
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4) 卒業前技術演習の実際

(1) 演習日程

2022 年 2 月 16 日、 21 日の 2 日間のう

ち1日であり、両日演習の時間は 10 時か

ら12 時であった。

(2) 演習参加者

演習参加者は、本学の医学部看護学

科 4 年生のうち、演習参加を希望した計

46 名(1 日目 32 名、 2 日目 14 名）であっ

た。

(3) 演習スケジュール

学生は 3 グループに分かれ、 1 回の演

習時間は 30 分であり、各グループ 3回ず

つ演習を実施した。

(4) 教員、指導者の体制

看護学科の教員 7 名と附属病院の看護

師長、キャリア支援センターのスタッフが

参加し、各ベッドに最低1名の教員あるい

は看護師の配置になるようにした。

V. 結果

本研究の研究対象者は、卒業前技術演習に

参加した 4年生の学生 46 名であった。そのうち

42 名よりアンケート調査の回答を得られた（有効

回答率91. 3%) 。

看護技術において、全項目において演習前よ

り演習後にて学生の自信が向上していた。精神

面においても看護技術に対する不安感は減少

し、就職への期待や看護職になる実感は有意

な差はみられなかったものの増加していた。

また、精神面の項目を 2 群に分け分析した場

合、多くの看護技術項目において明確な差が

あったものはなかった。

以下より、卒業前技術演習前後における看護

技術の変化、卒業前技術演習における各精神

面の項目の変化、そして精神面の項目別にみ

た看護技術の変化について結果を述べる。な

お、各測定値の結果は平均土標準偏差で示す。

1.卒業前技術演習前後における各看護技術

に対する自信の変化（表 1)

卒業前技術演習前後における各技術項目に

対する自信の変化において、血圧測定、針の

使い方、シリンジの使い方、アンプルからの薬

液の吸引、バイアルからの薬液の吸引、輸液セ

ットの使い方、点滴の使い方で有意な差がみら

れた（表 l) 。

2. 卒業前技術演習前後における精神面の

項目の変化（表 1、図 2)

卒業前技術演習前後における看護技術の不

安、就職全体への不安、看護職になる実感に

ついては表1に示す通りであった。精神面の各

項目別にみた演習前後における VAS 変化量に

ついては図 2 に示す通りであった。

3. 精神面の項目別にみた看護技術に対する

自信の変化

1) 看護技術の不安（表 2-1)

看護技術の不安において 2 群に分けたところ、

不安増加群 (n=19) と不安減少群（n=23) であっ

た。 2 群間での前後差に違いが見られた項目と

して、輸液セットの使い方では、演習前不安

増加群： 24.2 土22.6 、不安減少群： 15.1 士13.3 、

演習後不安増加群： 60.6 士21. 1、不安減少群：

63.8 士19.3 だった。演習前後で不安増加群を

比較した結果、変化量： 36 .4土 22.1 、p<.0001 、

演習前後で不安減少群を比較した結果、変化

量：48.7±15.6 、p<.0001 などであった。

2) 献艇全体への不安（表 2-2)

就職全体への不安において、不安増加群と不

安減少群の 2 群に分けたところ、不安増加群

(n=21) と不安減少群（n=21) であった。 2群間での

前後差に違いが見られた項目として、輸液セッ

トの使い方では、演習前不安増加群： 22.8 士

21. 7、不安減少群： 15.6 土14.1 、演習後不安増

加群： 59.3 士21. 3、不安減少群：65 .4土 18.5 だっ

た。演習前後で不安増加群を比較した結果、変

化量： 36.5 土20.9 、p<.0001 、演習前後で不安減

少群を比較した結果、変化量： 49.8 土16.1 、

p<.0001 などであった。
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3) 就職全体への期待（表 2-3)

就職全体への期待において、期待増加群と

期待減少群の 2 群に分けたところ、期待増加群

(n=l6) と期待減少群(n=26) であった。 2群間での

前後差に違いが見られた項目として、輸液セッ

トの使い方では、演習前期待増加群： 23.6 士

24.2 、期待減少群： 16.5 ．士 13.7 、演習後期待

増加群： 66.9 土 17.5 、期待減少群： 59.5 土21. 1、

演習前後で期待増加群を比較した結果、変化

量：43 .4土 23.1 、p<.0001 、演習前後で期待減少

群を比較した結果、変化量： 43.0 土 17.6 、

p<.0001 などであった。

4) 看護職になる実感（表 2-4)

看護職になる実感において、実感増加群と実

感減少群の 2 群に分けたところ、実感増加群

(n=23) と実感減少群（n=19) であった。 2群間での

差に違いが見られた項目として、輸液セットの

使い方では、演習前実感増加群： 22.0 土21. 4、

実感減少群： 15.7 ．土 13.9 、演習後実感増加

群：63.8 土21. 0、実感減少群：60.5 土 19.0 、演習

前後で実感増加群を比較した結果、変化量：

41. 8土22.8 、p<.0001 、演習前後で実感減少群

を比較した結果、変化量： 44.8 土 15.2 、p<.0001

などであった。

表1 各項目における卒業前技術演習前後の比較

演習後 (N=42) 変化呈 （演習後一演習前）

平均値 （標準偏差） 平均値 （標準偏差） 平均値 （標準偏差） P値

吾茜技術

①血圧測定 68 6 (18 8 )  80.6 (16.6) 12 0 (14 2) <.0001 

②呼吸数の測定 74 5 (19 4 )  81. 6 (16.7) 7.2 (15 .4) 0.0044 

③脈拍の測定 77 8 (18 8 )  82.l (16.9) 4 4 (14.2) 0 0529 

④呼吸音の聴取 53.6 (21 6) 73.6 (17.8) 20 0 (16 5) <.0001 

⑤バイタルの同時測定 61. 3 (21 2 )  76.6 (17.2) 15 3 (16.6) <.0001 

⑤針の使い方 25.9 (20.9) 63.4 (19.4) 37 5 (19 0) <.0001 

⑦シリンジの使い方 24.9 (22.2) 61. 0 (19.3) 36 1 (21 6) <.0001 

⑧アンプルからの薬液の吸引 19 4 (17 9 )  60.7 (19.9) 41.3 (2 1. 8) <_0001 

⑨バイアルからの薬液の吸引 18.8 (18 2 )  61. 2 (20.3) 42 .4 (22 4) <.0001 

⑩輸液セットの使い方 19 2 (18 4 )  62-3 (19_9) 43.1 (19.6) <.0001 

⑪点満の作り方 16 9 (17 5) 60.7 (20.5) 43 8 (20.4) <.0001 

精神面

①看護技術の不安 67.0 (29 0) 60 6 (19.6) -6 4 (30.6) 0.1821 

②就職全体の不安 69.9 (28 0) 61. 0 (22.0) -8.9 (30.8) 0.0685 

③就職への期待 52 8 (24 2) 58.4 (22.5) 5.7 (24 2) 0.1369 

④呑語職になる実感 46.6 (24.3) 60.4 (2 1. 8) 13.8 (19.7) <.0001 
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表2- 1 卒業前技術 演 習 前 後 に お け る 看 護 技 術 の 不 安 の 比 較 ：不安増加群＊1 と不安減少群＊2

后哀技術の不安 演習前 演習後 変化三 （澳皆後一澳翌前） 群団差 （減少群一培加群）

平均西 (!票平侶壬 ） 平均i" （！累準傑荼） 平均ぽ （｛票平傑荼）P1互 平J百 ぼ （憬準侶至）Pi互

℃哀技術

1)血圧測定

不安J首加群 （N 19) 55 4 ( 17.3) 79.1 (15 8 )  12 7 ( 15 6 ) 0 0023 ・1 2 ( 14 4 ) 0 7958 

不安減少群 (N-23 ) 70 4 ( 20.2 ) 81 9 ( 17 5 ) 11 5 ( 13 4 l 0.0004 

②呼吸数の測定

不安増加群 (N - 19 ) 739 ( 174 ) 79 1 ( 15.9 ) 5 2 (1 6 5 ) 0.1928 3 7 ( 15 5 ) 0 4490 

不安疫少群 (N=23) 74 9 (2 i 3 ) 83 7 ( 17 4 ) 88 ( 14 5 ) 0 0079 

③1派完の測定

不安J'ぎ加群 (N = 19 ) 77 3 ( 14 5 )  79 8 ( 15 9 )  2 5 ( 15 2 ) 0 5150 35 ( 14 3 ) 0 4369 

78 1 (221 ) 84.1 ( 17.9) 6 0 ( i2 5 ) 0 0324 

④ヰ吸ちの聴取

不安堪加群 (N - 19 ) 5 0 7 (2 1.6 ) 703 ( 198 ) 19 5 ( 18 7 ) 0 0002 0 9 (1 67 J 08518 

不安減少群 (N-23 ) 55 9 ( 21 8 J 76 3 ( 16 0 ) 20 4 ( 14 9 l < 0001 

'、⑤ ハイタルの同時測定

不安J8 加群 (N-19 ) 59 4 ( i9 6 ) 73 6 (19 .3 ) 14 2 ( i8 1 J O 0030 2 0 ( 167 ) 07012 

不安渋少群 (N-23 ) 629 (228) 79 l (15 2 )  i6 2 ( 15 6 J < 0001 

⑥針の使い方

不安Ji加群 (N ~ 19) 27 l (219 ) 62 1 ( 20 0) 34 9 ( 19 3 ) < 0001 4 7 ( 19 0) 0 4344 

不安澱少群 (N~231 24 8 ( 20 4 ) 64 4 ( 19 2 ) 39.6 (1 8 8 ) < 0001 

⑦シリンジの伎い方

不安増加群 (N - i9) 25 9 ( 21 8 ) 60 0 ( 20 5 J 34 i ( 21 0 .l < 0001 3 7 (21 8 ) 0 5850 

不安減少群 (N-23 ) 24 1 ( 23 0 ) 6i 9 (i 8 8) 37 8 ( 22 5 l < OOO i 

⑧アンプルからの苗液0) 吸9|

不安）酋加群 (N-19) 24 3 (21 8 ) 59 2 ( 20 7 ) 34 9 (23 7 J < 0001 11.7 ( 21 2 ) 0 0835 

不安疫少群 (N~23) 15 4 ( 13 0 ) 62 0 ( 19 6 ) 46 6 (1 8 9 ) <.0001 

念）ハイアルからの薬液の吸弓I

24 4 (22 3 )  60 0 ( 20 9 ) 35 6 ( 24 7 ) < OOO i 12.3 ( 21 8 ) 0 0752 

不安減少群 (N=23) 14 2 ( 12 8 ) 62 2 ( 20 2 ) 48 0 ( 19 l l < 0001 

⑲ヰ液セットの使い方

不安増加群 (N - i9) 24 2 (22 6 ) 606 ( 21 1) 36 4 (22 l) < 0001 i2 3 (18 8 J O 0418 

不安澱少群 (N-23) 15 1 (13 3 J 63 8 (19 3 ) 48 7 ( 15 6 J < 0001 

⑪点涵の作り方

不安）き加群 (N-19 ) 22 2 ( 22.4 ) 603 ( 213 ) 38 1 ( 23 l ) < 0001 iO 4 ( 199 ) 00999 

不安痰少群 (N-23 ) 12 5 (10 8 ) 61 0 ( 20 2 ) 48 5 ( 16 9 ) < 0001 

*1 不安増加群・卒業前技術演習前後で著埋技術への不安が増加した群＊2 不安減少群 ：卒業前技術演習前後で者護技術への不安が減少した群

表2-2 卒業前技術演習前後における就職全体の不安の比較 ・不安増加群＊1 と不安減少群＊2

就茂全体の不安 演菩前 室習後 変化ミ（演習後一演否前） 群間差（減少群ー埒加群）

平均ほ （標準偉差） 平均湿 （標準1粍差） 平均値 (l 案準僕差） Pi!ri 平均僅 (1 察準1涌差） P1 互

看寝技街

詞圧測定

不安塔加群 (N-21 ) 58 5 ( i8 7 ) 79 9 ( 15 4 ) i i 3 ( 15 8 ) 0 0037 ↓．.-、 ( 14 4 )  0 7493 

不安減少群 （／炉21 ) 68 5 (19 4 ) 81 4 (181 ) 12.8 ( 128 ) 00002 

②呼吸数の測定

不安追加群 (N-21 ) 735 (17.2 ) 81 3 (1 5 8) 7 9 (186) 00668 -14 (15 6 ) 0 7753 

不安惹少群 (N~21) 75 4 (21 .8 ) 81 9 (18 0 ) 6 5 ( 11 8 ) 0.0209 

③脈杢の測定

不安芸加群 (N - 21 ) 79 8 ( 14 8 )  82 7 (16 3 ) 3 0 ( 159 ) 04054 2 9 ( 14 3) 0 5223 

不安液少群 (N-21 ) 75 8 (22 4 ) 81 6 (18 0 ) 58 ( 126 ) 00469 

R呼吸音の聴取

不安塩加群 (N-21 ) 50 3 (20 3) 72 2 (19 8 )  219 ( 18 9) < 0001 -aヘ.oヽ (16 6 )  0 4676 

不安咸少群 (N-21 ) 56.9 (228) 75 0 (16 0) 18.l (14 0 ) < 0001 

⑤パイクルの同時測定

不安追加群 (N-21 ) 60.2 ( 191 ) 75 3 (18 8) 15.5 (17 7 ) 0.0009 04 ( 16 .8 ) 0 9344 

不安煎少群 (11~21) 62 .4 ( 23 6 ) 77 9 (15 8 ) 15 5 ( 15 8 ) 0.0002 

⑥合の伎い方

不安培柾群 (N - 21 ) 25 3 ( 20 8 ) 621 (20 1) 35 8 ( 13 6 ) < 0001 3 5 (1 9 1 ) 0 5588 

不安；殿少群 (N-21) 25 4 (214) 64 6 (19 0 ) 39 2 (19 6) < 0001 

⑦シリンジの伎い方

不安埒加群 (N - 21) 24 8 ( 20 7 )  536 (200) 33 8 (19 5 ) < 0001 47 (218) 0 4909 

不安殴少群 (N=2 i) 25 0 ( 241 ) 63 5 (18 8) 38 5 ( 23 8 ) < 0001 

不安堵加群 (N -21 ) 22.8 ( 20 2 ) 577 (202 ) 34 9 (21 7 ) <.0 00 1 12 9 ( 210 ) 0 0543 

不安澱少群 (N-21 ) 16.0 ( 149 ) 63 7 (19 6 ) 477 ( 20 3 ) < 0001 

⑨パイアルか らの奎液の唆弓I

不安雫加群(1 ,-21) 22.5 ( 209) 58.4 (2 1. 0 ) 35 9 ( 22 9 ) < 0001 13 0 ( 21 7) 0 0606 

不安笈少群 (N~21 ) 15 1 ( 14 7 ) 64.0 ( 197 ) 48 9 (20 5) < 0001 

⑲祐，夜セッ トの伎い方

不安濯加群 (N-2 i) 22.8 ( 21 7 ) 59 3 ( 21.3 ) 3へ0F 『3 ( 20 9 ) < 0001 13 3 ( 18 6 ) 0 0256 

不安煎少群 (N~21 ) 15 6 ( 141 ) 65 4 ( 18 .5 ) 49 8 ( 16 ! ) < 0001 

⑪_a,;,¥(J)作り方

不安埋加群 (N - 2i) 20 1 ( 212 ) 588 ( 21. 2 ) 38 7 ( 22 2 ) ,こ0001 10 3 ( 20 0) 0 1028 

不安澱少群 (N=21 ) 13 6 (1 2.5 ) 62 .6 ( 200 ) 49 0 (1 7 4 ) < 0001 

*1 不安増加群 ・卒業前技術演習前後で就職全体の不安が増加した群 '2 不安減少群 ：卒業前技術演習前後で就諒全体の不安が減少した群
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表2-3 卒業前技術演習前後における就職への期待の比較：期待増 加群＊ 1 と期待減少群＊2

空珪哉への期待 湊否育打 違菩伎 変化奎 （湮吾役ー演苔詞 群閉差：塩苓加群ー減少群）

平均直 (1 栞阜愕差； 平均澳 (1 栞準届差｝ 平均直 （浜芋慄差； Pi豆 平均1遮 厚己叶号差） P湛

呑菩授弔

①血圧角定

期侍壊力謬羊〈I" - こ6) 68 9 (19 9 )  32 3 (15 9) こ33 (13 .4) 0.00 認 20 （こ4.4) 0.6569 

期痔澱少群 lfl-26) 58 3 : 、18 5) 79 6 { 17 3) ーニてよ,aへ (14.9) 0 0007 

②二吸数の瓦定

翔i圭 窄方誌季 (N - 16) 71 6 (19 5) 32.3 (15 5) 10 8 (12 5 、I O 0037 5 3 〈;53 〉 0 24 団

期 1芸咸少群(I., 1=26) 75 2 (19.6) 年 2 (17 6) 5 0 〔こ58 )  0 こ439

⑤耗茫の利定

期待妄証群f (N-16) 72 6 (:8.4‘ 82 .7 (15 ●) 101 （こ26; 00050 92 (、 13 7 : 0 04 io 

3J 9 (こ 8.7) 81.8 (178; 09 （こ4 3) 0 7543 

④二吸吉の聴取

期待墳加群 国 一こ6) 46 8 (24.7) 711 (21 .4) 24 3 (191) 0.0001 69 (16 4) 0 1906 

期壱、同少群（l"-26) 57.8 (18 7) 75 2 (こ 5.5 〕 ロ74 (145) < 000 i 

⑤パイタJl, (J) 阿時瓦定

期待宅肛群（N ー16) 57 8 (24 0) 73 5 (20.4) こ57 (22 3) 0 0132 0 6 （こ68) 09094 

635 (237) 78 5 こ5 0) "↓3 、↓ (12 3) < 0001 

忠どの伎い方

期待モ方［群 (N-16) 272 (237) 671 くこ82 ヽ 39.9 （、こ9 9) < 0001 0 ̂‘̂ 0 （こ9・こ〕 0 5307 

25 0 (19 3) 6こ1 (20 0) 35 0 （こ85 )  <.000 こ

⑦シリンジの使い方

期待芸加群 (N - 16) 28 4 (277) 64.6 (18 2) 351 (28 3 )  0 OODl 0 0 (21.9) 0.9957 

期告可少群（I＼l=26) 22 7 〔こ8 2) 58 9 (20 0 '; 36 2 〈 :5 9 )  ・ご000 こ

⑤アンプルからの玉衣の吸弓I

期圭全加群（1'1 - 16) 江 4 (24.3) 64.4 (18 l) 43 0 (25 4 )  ・之．000 こ 28 22 0 J O 5939 

期告；后少群国＝26) 28 2 （こ2 9) 5 8 4 (2 0 9 `) 444 (19 5 〉：こ000 こ

⑤ハイアルカらの写夜の咬弓I

期待塩拭群 (N-16) 2こ5 (24.2) 65 9 (18 0) 年 4 (25 6) < 000 こ 33 (22.7) 0 6471 

17.2 (c3 6.> 58 3 (2: 4) 4l 2- 〈20 7 ) べこ0001 

⑲荏夜セットの使い方

期告宅ガ［群び↓ ーこ6) 23.6 (242) 66 9 (こ 7.5 〉 43 4 (231) < 0001 04 〈19 8 )  0 9529 

期侍惹少群 (N=26) 155 (137) 59 5 (21.l) 43 0 (176) <0001 

⑪字活(J)’乍り方

期待塔肛群 (N ーこ6) 21.8 (24.l) 65 0 (:9 9) 43.3 (22 7) < 0001 -0 9 (20 ふ〕 0 8911 

期待咸少群 (N-25) 139 (113) 580 (20.7) 44.2 〔 19 3) < 0001 

*1 期 待者加群：卒業前技術演習前後で敦職への期待が増加した群＊2 期待，咸少群・卒業前技術演習前後て翫職への期待が減少した群

呑苫註訂こなる実を 、自否前 漠西裕・

平均湿 （漂竺偉至〉 干均｛豆 （索年暦差）

溢衰技吋

①皿圧弘定

突序埋加群〈f、J - 231

圭序蒟少群〈l"-19)

②予吸名の31 定

突序堪江群 (I J- 23)

実吃；咬少群 (N-19)

⑤脈王の，引定

突r/'堵 加群 (11 - 23)

芙忍咬少群 (N= 19)

④呼吸音の貶．取

交茫壊加群 (N ~ 23 〉

突序威少群 （M ＝こ9)

⑤バイタルの向臣見定

突 き宅加群 '.N - 23)

突茫謬戻少群（卜1＝認）

⑤号の吏い方

実茫宅加群 国 一23;

⑦シリンジの使い方

実序芸加群 ：IJ- 23)

支含歿少群 （N ＝認〉

⑮咤表セッヘの伎い方

実忘．宅加群 (N - 23 J

交竺咸少群 (N=19:

⑪芦南の乍り方

実忘芸加存 〈N - 23)

(N=19: 
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VI. 考察

1．卒業前技術演習を通して自信が増加した技

術の特徴

卒業前技術演習の前後において、各看護技

術項目を比較した結果、血圧測定、呼吸数の

測定、シリンジの使い方、アンプルからの薬液

の吸引など 10 項目において有意な差がみられ

た。

特に、シリンジの使い方やアンプルからの薬

液の吸引、輸液セットの使い方など診療の補助

技術の範疇に含まれる看護技術において、演

習前と比較すると演習後の各技術に対する自

信が高まっていた。

診療の補助技術における看護技術は、日常

生活援助に比べ患者への侵襲が大きく、大学

では演習において原理・原則を学習しモデル

などを用いて実施するものの、バイタルサイン

測定のように臨地実習で実際に実施することは

難しい。

また、 COVID-19 の影響により、従来の学生と

比較すると臨地実習の時間を十分に確保でき

ていない状況から、学生たちは看護師の行う技

術を見て学ぶ機会も少なかったと考えられる。

そのため、 COVID -1 9 感染症蔓延前の学生より

もさらに看護技術、特に診療の補助技術に対

する自信が低下していた可能性があると考える。

しかし、演習前後での比較による診療の補助

技術において特に自信が高まっている結果か

ら、就職が間近に迫った時期に演習を行うこと

は、診療の補助技術の原理・原則を再度学生

自らが学習することができ、さらには実際に技

術を行うことで各技術への不安や抵抗の軽減

につながると考える。したがって、 COVID -19 感

染症の影響を受けている学生達へは、今回の

ように卒業前技術演習の実施は効果的であっ

たといえる。

2.卒業前技術演習前後における精神面の変

化

卒業前技術演習では、学生の精神面へのサ

ポートを行っていないが、技術演習の実施によ

り、看護職になる実感の項目のみで有意な差

がみられた。一方で、各精神面の項目を 2群に

わけ、演習前後別に各看護技術に対する自信

の程度を調べた結果、ほとんどの看護技術に

おいて有意な差はみられず、有意な差がみら

れた項目は、就職への期待減少群と期待増加

群における脈拍の測定とバイタルの同時測定

のみであった。

看護職になる実感の項目では、演習前に比べ

演習後の数値が高くなっており、これは卒業前

技術演習に取り組み、実際に技術を実施するこ

とを通し看護職への実感を高めることにつなが

ったと考える。しかし、 一部の学生において値

が低下しており、これは、各ベッドに教員1名を

配置したことや大学の実習室で演習を実施した

ことなどから実践現場から乖離したイメージを与

え、看護職になるという実感が低下した可能性

がある。

また、各精神面の項目を 2 群にわけ、演習前

後別に各看護技術に対する自信の程度を調べ

た結果、ほとんどの技術項目において有意な

差がみられなかったものの、看護技術への不

安や就職への不安では、すべての看護技術の

項目で不安減少群が不安増加群に比べ自信

が増加していた。就職への期待では、期待が

増加している群の方が血圧測定、呼吸数の測

定や針の使い方などの技術項目で自信が増加

しており、看護職への実感では実感増加群の

方がアンプルやバイアルから薬液の吸引、輸

液セットの使い方などの項目で自信が増してい

た。このように、多くの看護技術について自信

がついたことで不安の減少や期待の増加がみ

られたことから、卒業前技術演習は学生の精神

面においてもある一定の効果があったことが考

えられる。

3. プログラムの評価

今回の演習は、単発で開催されたものであっ

たが、学生達の看護技術への自信の増加や精

神面の改善がみられた。演習内容は全て既習

内容であることから新たな技術を学ぶわけでは

なく、入職前に再び看護技術を行う機会を得る

ことで、就職への不安も軽減することができたと
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考えられる。これらのことから、プログラムは効

果があったと推察できる。さらに、プログラム開

催時期が卒業直前であったことから学生達にと

って看護技術を振り返る効果が大きかったと考

える。

4．今後の卒業前技術演習のプログラムヘの示

唆

今後の卒業前技術演習のプログラムヘの示唆

として、まず今回の浪習と同様に点滴作成や輸

液管理など診療の補助技術である看護技術を

内容に含める必要がある。演習や実習で経験

する機会が少ない診療の補助技術の看護技術

を卒業前に実施することは、学生たちにとって

大きな自信および不安軽減につながる。

次に、看護職になる実感をさらに高めるため

に、演習実施の際には臨床現場により近い環

境を設定する必要がある。事例患者の設定や

患者の状態を適宜アセスメントしながら、必要な

技術を実施するという臨床現場で求められるス

キルを実践するとともに、自らの行った実践と患

者の状態をリーダー看護師に報告するといった

内容をプログラムに含め、より看護職になる実

感を高めることができる。

最後に、村松らは、看護学生が就職先を選択

する要因の一つとして実習やインターンシップ

におけるスタッフの対応や職場の人間関係で

あると述べており（村松、 2016) 、就職にあたり今

回の卒業前技術演習のみでは学生の精神的フ

オローに十分な効果があるとは言い切れない。

そのため、就職先に対する不安や期待など学

生の精神面の項目に対し、看護技術に対する

支援に留まらず、就職先の環境などといった学

生が就職に向けて抱く不安の原因へも対処が

必要である。今後は、演習において臨床現場

で勤務する看護師が指導に入り学生と交流す

る機会を作るなど、学生が就職についてよりイメ

ージすることができ精神的不安の軽減を目的と

した内容をプログラムに含める必要であると考

える。

奈良看護研究ジャーナル VOL20.2024

VII ．本研究の課題l
本研究は、卒業前技術演習に参加した学生に

対し、演習開始時と終了時に VAS( vi sual

叩 alo gu e scale) を用いて調査を行った。卒業前

技術演習への参加は学生の自由意志によるも

のであり、今回の研究結果が学生全体の傾向

を示しているとは言えない。そのため、今後は

卒業前技術演習に参加しない学生においても

看護技術への自信や就職への不安などの項目

について調査し、 COVID-19 の影響を受けた

学生全体の傾向を検証する必要がある。

次に、 VAS の測定は 100mm の長さの横直線

の左末端に「0」、右末端に「100 」と表記し、各調

査項目の内容に対して、直線上のあてはまる位

置に縦線を記入する方法を用いた。しかし、回

答において学生が適切な位置に縦線を記入で

きているか定かではないことから、今後は各質

問項目別に演習前後の変化を明確に示すこと

ができる質問項目を設定し、 VAS と並行して調

査することで、より確実な結果が得られると考え

る。

VllI ．結論

本研究は、 COVID -19 感染拡大により影響を

受けた学生に対し、卒業前技術演習を行うこと

で、看護技術に対する自信や就職に対する不

安の変化を明らかにし、プログラムの評価を行

うことを目的に調査を行った結果、以下のことが

明らかとなった。

l. COVID-19 感染拡大の影響をうけた学生は、

卒業前技術演習に取り組砂ことで看護技術に

対する自信が増加しており、特に診療の補助技

術においてその変化が顕著であった。

2. COVID-19 感染拡大の影響をうけた学生は、

卒業前技術演習前後において精神面の項目全

てにおいて看護技術への不安の減少や就職

への期待の増加といった効果的な変化がみら

れた。しかし、学生の就職や看護技術への不

安の軽減に対しては、卒業前技衛演習のみで

は十分ではないことから、それらに特化した支

援が必要であることが示唆された。

- 47 -



奈良看護研究ジャーナル VOL20.2024

3. 卒業前技術演習のプログラムは学生の看護

技術に対する自信の向上に対し効果的であり、

今後も継続する必要性が示唆された。
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